
 

 

 

 

 

  

地地域域かからら行行動動ししてて放放射射能能かからら子子どどももをを守守ろろうう 原原発発ははゼゼロロへへ 
原発災害から半年以上がたち収束のめどが立たず、

政府や東電への怒りと不安が増す一方の昨年９月、

共立医療会は、〝原発ＮＯ、放射能汚染をくいとめ

る″運動を前進させるために市民レベルの放射線測

定運動と原発のことも考え行動することを友の会と

ともに広げていくことを決めました。 

早速、放射線測定器２台を購入、見えない放射能

に不安を持っている若い子育て中の方や団体に測定

器を無料で貸し出し、測定ツアーや公園、通学路、

側溝などを一緒に測定、その経験を持ち寄り毎月例

会で話し合いを重ねてきました。 

 400 か所以上測定した主な地点の線量値をマッ

プにして、八王子市に「独自に測定器を購入し、市

民に貸し出しきめ細かい測定を市民の力も借りて行

い、子どもを放射能汚染から守ってほしい」と要請しました。 

 昨年 3 月の大震災・原発事故以後、共立医療会と友の会は被災地、特に福島へ思いを馳せながら、連日

街頭での救援募金、被災地へのボランティア、原発の学習会、映画「ミツバチの羽音と地球の回転」の被

災地支援チャリテイ上映会、原発ゼロへのシール投票と署名宣伝などを行っています。友の会観光支援の

会「会津１泊旅行」で地元医療生協と交流、友の会会員からの募金も手渡しました。 

 福島だけでなく日本列島、世界中に放射能汚染をもたらした東京電力の福島原発事故、後始末の処理方

法も持たないまま稼働させ、安全神話をふりまいてきた日本のありようがいま問われています。原発をな

くさない限り放射能汚染への恐怖はつづきます。11 月、これらの運動をさらに多くの方と手をつなぎ大

きくひろげていこうと「放射能から子どもを守ろう 原発ゼロへの会」(仮称)立ち上げました。「３．11

を忘れない」アクションを毎月団体持ち回りで計画。12 月には共立ビルで健康チェックと復興支援チャ

リテイーバザール。今月は、「原発ゼロ署名 ピースアクション」を新婦人が計画しています。今後も子ど

もの健康調査、集会やパレード、シンポジウムなど多彩に市民にアピールしていきたいと思います。（共立

医療会理事・八王子健康友の会事務局長 武藤幸子） 

「原発ゼロ署名」2011 年 12 月 31 日現在  
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「低線量被ばくの被害」小西恭司（全日本民医連緊急被曝事故対策本部長）・「福島の農業被害」根本敬（福島県農民連事務局長）

学習会 2012/2/4 （土）3:00－5:50 」「 ゼ
ロ 

TKP 東京駅日本橋 
ビジネスセンター 

事業所   東京勤医会（東東Ｂ）   南葛勤医協   健和会・健愛会   ひこばえ会   葛飾医療生協   リップル   ほくと医療

署名数 947 103 4,806 未集約 18 未集約 1,296
事業所   健康文化会   東京保健生協   養生会   病体生理   協立医師協   城南三法人   目黒医療生協

署名数 1,338 802 50 104 60 843 100
事業所   健友会   東京西部保健   東京勤医会（西南Ｂ）   はたがや協立会   健生会   共立医療会   西都保健生協

署名数 415 未集約 1,821 429 4,724 1,013 未集約
事業所   ゆうの会   北多摩中央 他 総合計 県連目標 目標比

署名数 未集約 未集約 33 18,902 300,000 6.30%

ささららにに大大ききくく広広げげままししょょうう  


